
令和５年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

外国語 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

外国語 論理・表現Ⅰ ２ １年次 全員履修 

使用教科書（出版社） 副教材（準備するもの） 履修の条件・連絡 

MY WAY Logic and Expression Ⅱ 

（三省堂） 

MY WAY Logic and Expression Ⅱ 

WORK BOOK 
１年次に全員履修する。 

１ 科目の目標と評価の観点 

目   標 

基本的な語句や文を用いて、日常的な話題や社会的な話題について、 

1. 情報や考え、気持ちなどを話して伝え合ったり、立場や状況が異なる相手と交渉したりすることができる。 

2. 情報や考え、気持ちなどを、論理の構成や展開を工夫して、詳しく話して伝えることができる。  

3. 情報や考え、気持ちなどを、詳しく書いて伝えることができる。 

評価の観点及びその主旨 

１．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

コミュニケーションに必要な英語の

音声や語彙、表現、文法、言語の働きな

どに関する知識があり、適切に活用する

技能を身に付けている。 

目的や場面、状況に応じて、論理の

構成や展開を工夫し、自分の考えを英

語で話したり、書いたりすることがで

きる。 

言語の背景にある文化に対する理

解を深め、相手に配慮しながら積極的

にコミュニケーションを図ろうとし

ている。 

２ 学習計画と観点別評価項目 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 学習内容（単元・項目） 月 学習のねらい 評価の観点 

１ 

 

学 

 

期 

 

Lesson １ 
 
 
 
Lesson ２ 
 
 
 
Lesson ３ 
 
 
 
Lesson ４ 

Let’s Talk about Ourselves 
 
 
 
School Life 
 
 
 
The Arts 
 
 
 
Food and Culture 
 

４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
７ 

・初対面のあいさつ 
・自己紹介のスピーチ 
・現在形 
 
・好きだった教科についての会話 
・部活動を紹介する記事の原稿 
・過去形／進行形 
 
・週末の予定についての会話 
・好きな絵についての発表 
・未来時制／基本時制のまとめ 
 
・料理を注文するときの会話 
・日本の食文化を紹介するレポート 
・完了形 

１２３ 
 
 
 
１２３ 
 
 
 
１２３ 
 
 
 
１２３ 
 

２ 

 

学 

 

期 

Lesson ５ 
 
 
 
Lesson ６ 
 
 
 
Lesson ７ 
 
 
 
Lesson ８ 
 
 

Welcome to Our Town 
 
 
 
Traveling Abroad 
 
 
 
Sports 
 
 
 
Everyday Technology 

９ 
 
 
 
10 
 
 
 
11 
 
 
 
12 

・道案内の会話 
・地域の特徴などについての発表 
・助動詞／受動態 
 
・買い物の会話 
・旅先から友だちへのメッセージ 
・不定詞 
 
・スポーツの試合についての会話 
・車いす競技を紹介する発表 
・動名詞／分詞 
 
・紙の本と電子書籍についての会話 
・科学技術製品を紹介する記事の原稿 
・比較 

１２３ 
 
 
 
１２３ 
 
 
 
１２３ 
 
 
 
１２３ 

３ 

 

学 

 

期 

Lesson ９ 
 
 
 
Lesson 10 
 
 

Take Care 
 
 
 
SDGs-Take Action! 
 
 
 
１年間の復習 

１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 

・病院での会話 
・健康についての発表 
・関係代名詞 
 
・ＳＤＧsについての会話 
・ＳＤＧsについての発表 
・関係副詞／仮定法 
 
・１年間の復習 

１２３ 
 
 
 
１２３ 
 
 
 
１２３ 
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学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 １．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

規 

 

準 

〇各単元の言語活動に必要な英
語の音声や語彙、表現、文法、
言語の働きなどに関する知識
があり、適切に活用する技能を
身に付けている。 

〇各単元のテーマについて、目的
や場面、状況に応じて、論理の構
成や展開を工夫し、自分の考え
を英語で話したり、書いたりす
ることができる。 

〇言語の背景にある文化に対する
理解を深めようとしている。 

〇相互理解のために工夫を重ね、
積極的にコミュニケーションを
図ろうとしている。 

手 

段 

・定期考査 
・小テスト 

・定期考査 
・エッセイ 
・パフォーマンステスト 

・発表 
・ワークシートなどの提出物 

単元末や学期末及び年次末にお

ける評価の総括方法 
学期末に単元ごとの評価を総括し、年次末に学期ごとの評価を総括する。 

学習上の 

留意点 

・間違いを恐れず、授業中にできるだけたくさん英語を話したり書いたりする。 

・聞く側、読む側が分かりやすいように英語の話し方、書き方を工夫する。 

・学んだことを計画的に復習したり、実際に使ってみたりするとさらに英語力が向上する。 

 


